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Development of Electronically-controlled Suspension System 

for 2020 CRF1100L Africa Twin Adventure Sports ES
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ཁɹɹࢫ

AGrica	 Twin はオフローυ૸行とツーリング૸行をど

ちらもָしめる大ܕアυϕンνϟϞデルである．2020 年

Ϟデルとして৽たにిࢠ制ޚサスϖンションを࠾用した，

$RF1100L	AGrica	Twin	AdventVre	4portT	E4を։発し

た．二人৐りや多くのՙ෺をੵ載して高଎८ߤするツアラ

用్からաࠅなオフローυ用్まで，幅広い用్のそれͧ

れで最దなੑೳを発شする四つのサスϖンションϞーυ

（HARD，.*D，40FT，0FFR0AD）をઃఆした．このサス

ϖンションϞーυに加え，エンジンग़力ಛੑ，エンジンブ

ϨーΩಛੑ，クラッνಛ （ੑD$TϞデルのみ），A#4ಛੑ，

のޒܭつの要ૉを統合制ޚしたライディングϞーυをઃఆ

した．૸行中でもライμがϋンυルスイッνૢ作一つでબ

୒でき，૸行シーンとं྆のコンディションにԠじて，ライ

μがҙのままにૢれるಛੑをಘられるシステϜを実ݱした．

"#453"$5

The Honda Africa Twin is a full-scale adventure 
model featuring off-road and touring capabilities. As 
a 2020-year model, we have developed the CRF1100L 
Africa Twin Adventure Sports ES equipped with 
the new electronically-controlled suspension. Four 
suspension modes (HARD, MID, SOFT, OFFROAD) 
are provided to help ensure optimum performance in 
the wide variety of usage from high-speed long touring 
with a passenger and/or luggage up to challenging off-
road riding. The riding modes are designated taking 
into account such five parameters as the engine power, 
the engine brake, the clutch characteristics (DCT 
model only), and the ABS characteristics in addition 
to the suspension modes. The rider can select any 
mode from the handlebar switch even when riding to 
adjust the motorcycle characteristics to best-suit his/
her desire depending on the situation and vehicle 
conditions.

̍ɽ·͕͖͑

2016 年 $RF1000L	AGrica	Twin は，オフローυ૸行と

ツーリング૸行をどちらもָしめる大ܕアυϕンνϟϞデ

ルとして։発された．2018 年には，よりツーリングのշద

ੑを高めたAdventVre	 4portT をタイプ௥加し（Ҏ下A4タ

イプ），アυϕンνϟϞデルとしてのָしみの幅を֦げた．

サスϖンションストロークを໿ 20	 mm アップしたことに

よるサスϖンションੑೳの進化は高いධ価をಘることがで

きたが，シート高も高くなったことで৐る人の体֨をબぶ

Ϟデルとなった．

2020	$RF1100L	AGrica	Twin は上記Ϟデルの後ंܧと

して։発された．本Ϟデルではさらなるオフローυの૸

ഁੑにຏきをか͚た$RF1100L	AGrica	Twin と，շద૷

උを෇加しツーリングのշదੑをより高めた $RF1100L	

AGrica	Twin	AdventVre	 4portT の，二つのコンセプトをܝ

げ։発をおこなった（１）．これら྆タイプは，オフローυ૸

ഁੑとѻいやすさをཱ྆したコンパクトなं体サイζに

統一するため，シート高 870	 mm を׬੒ं目ඪとし，଍つ

きੑの޲上をਤりながら，それͧれのಛ長をさらに進化
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させることとした．サスϖンション長は，2018 年Ϟデル

$RF1000L	AGrica	Twin	を౿ऻしたフロントサスϖンショ

ンストローク 230	 mm，リϠアクスルトラϕル 220	 mm に

統一した（Table 1）．

パリμΧールラリーϨーサのDNAをܧঝするϞデルと

して，オフローυ૸ഁੑの高さと長ڑ཭८ߤにお͚るշద

ੑをཱ྆させることは必須৚݅である．ಛに A4タイプに

おいては，高଎道࿏の८ߤや，山々をӽえてのワインディ

ング，そしてະฮ૷࿏までも͚ۦൈ͚る，幅広い૸行৚݅

でもより҆心して૸行できることがٻめられる．Թ౓やఱ

ީ，࿏໘状況などのڥ؀変化が大きい中で，二人৐りや多

くのՙ෺をੵ載することもあり，ं ྆のコンディションも

幅が広い．このように，多छ多様な૸行シーンにおいてそ

れͧれにదしたੑೳを発شし，̓ 心かつշదな૸行をՄೳ

とすることで，ʮどこまでもい͚るʯ長ཱྀのເを実ݱするϞ

デルをఏڙしたいとߟえた．これら幅広い要ٻにこたえる

手ஈの一つとして，զ々はిࢠ制ޚサスϖンションの࠾用

をݕ౼した．

本稿では，ి 用した࠾サスϖンションをޚ制ࢠ 2020	

$RF1100L	AGrica	Twin	AdventVre	4portT	E4（Ҏ下，本։

発Ϟデル）にお͚る制ޚやセッティング，およͼそのಛ長

についてղઆする．Fig. 1に本։発Ϟデルの外観をࣔす．

Table 1   Specifi cation comparison of previous models 
and developed models for export (US, EU)

̎ɽ։ൃのͶΒ͍とγεςϜ֓ཁ

AGrica	Twin には 2018 年ϞデルからライディングϞー

υシステϜを投ೖしている．これは，૸行シーンとं྆の

コンディションにԠじてϞーυをબ୒し，ライμがҙのま

まにૢれるಛੑをఏڙすることをͶらいとしている．

前Ϟデルにお͚るライディングϞーυシステϜでは，エ

ンジンに関࿈する，エンジンग़力ಛੑ，エンジンブϨーΩ

ಛੑۦ， ಈ力ಛੑの૊合せでߏ੒されていた．本։発Ϟデ

ルではं྆をૢるための三要ૉである，૸る，ۂがる，ࢭ

まる，のج本ੑೳすべてを統合制ޚしシステϜの進化を

ਤった．本システϜでは，エンジンग़力ಛੑ，エンジンブ

ϨーΩಛੑ，クラッνಛੑ		D$TϞデルのみ 
，A#4ಛੑ，

さらにサスϖンションಛੑのޒつの要ૉを統合制ޚしてい

る．֤ Ϟーυの想ఆシーンと׬੒ंಛੑを Fig. 2にࣔす．

ライディングϞーυシステϜは，૸行中でもࠨଆϋンυ

ルスイッνでϞーυબ୒がՄೳで，スロットルグリップを

いったんશดにすることで੾ସえがྃ׬する．なお，ఀ ࢭ

中は 6.5 インνTFTӷ晶パネル，.Vlti-inGormation	diTplaZ

のը໘をタッνすることでもબ୒Մೳである（Fig. 3）．

AGrica	Twin で想ఆされる幅広い૸行シーンやं྆のコ

ンディションにお͚る׬੒ंಛੑの要ٻをຬたすために

は，サスϖンションに対する要ٻも大きく変化する．本։

発Ϟデルでは，自༝౓が高く幅広い減ਰ力ಛੑのઃఆがで

きること，ライμのૢ作やं྆の૸行状態に合わせてリア

ルタイϜで減ਰ力ಛੑをՄ変させ，ं 体ڍಈを制ޚするこ

とをٻめた．これら要ٻをຬ଍するిࢠ制ޚサスϖンショ

ン4H08A	EERAを活用し，あたかもセッティングの異

なるෳ਺のサスϖンションをඋえたような࢓様の実ݱをਤ

ることとした．

ライディングϞーυと࿈ಈするサスϖンションϞーυ

は，多छ多様な૸行シーンにおいて৐り心地とϋンυリン

グのトータルバランスに༏れた .*D Ϟーυと，その他の

代表的な૸行シーンにそれͧれ最ద化した三つのಛੑを

HARD，40FT，0FFR0ADϞーυとしてઃఆした．それ

ͧれの૸行シーンとサスϖンションϞーυのϙジショニン

グを Fig. 4にࣔす．また，֤ Ϟーυの۩体的なͶらいをҎ

下に記す．

（１）	HARD�	オンローυツアラ用్にಛ化したϞーυ

	 ա౓な࢟੎変化を཈制し，ੵ 載，二人৐り૸行でのշ

దੑと高ं଎なオンローυ૸行での҆ఆੑを޲上

（̎）	.*D�	最もトータルバランスに༏れたϞーυ

	 多छ多様な૸行シーンにおいて৐り心地とϋンυリ

ングをཱ྆

（̏）	40FT�	ѱ࿏や׈りやすい࿏໘コンディションでの૸

行にಛ化したϞーυ

	 スϜーζでॊらかい৐り心地ੑೳを௥ٻし，շదੑと

҆心感を޲上
Fig. 1   2020 CRF1100L Africa Twin Adventure Sports 

ES

2018 model 2020 model

AS STD AS STD

Front suspension
stroke       [mm]

252 230 230

Rear axle travel [mm] 240 220 220

Seat height   [mm] 920 870 870
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Fig. 3   Multi-information display and left handlebar switches

Fig. 2   Presumed situations and riding characteristics

Riding mode Suspension mode Road condition Characteristic

TOUR HARD On-road
More sportier and stable riding even
with passenger and full luggage

URBAN MID Variety
The most balanced in various situations
(The Africa Twin)

GRAVEL SOFT
Uneven road,

gravel, wet
More secure and comfortable on 
unstable roads

OFFROAD OFFROAD Off-road Maximize real off-road performance

Riding mode Suspension mode

Left handlebar switches
(Riding mode selector)
Left handlebar switches
(Riding mode selector)

Fig. 4   Optimized conditions image
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Fig. 5   Electronically-controlled front fork and rear cushion

（４）	0FFR0AD�	オフローυでの自ࡏなϋンυリングにಛ

化したϞーυ

	 ऩੑにٵ෬のܹしい࿏໘の௥ैੑや大ՙ重のি撃ى

༏れ，オフローυ૸ഁੑを޲上

̏ɽγεςϜ構੒

ຊ構੒جαεϖϯγϣϯのޚ੍ࢠి�����
AGrica	Twin に࠾用するిࢠ制ޚサスϖンションシステ

Ϝには，࠭ རのඈࢄやట水の෇着などաࠅなコンディショ

ンでの૸行においても，システϜの଱ٱ৴པੑをຬ଍する

ことがٻめられる．また࿏໘௥ैੑの良いサスϖンション

を௥ٻするためには，ばͶ下重ྔはܰྔであることが重要

である．そのため，フロントフΥークӈଆにストロークセ

ンサを内ଂしたセンシング機ೳࠨ， ଆにΧートリッξと

഑ஔしたࢄ機ೳを分ޚバルブをඋえた減ਰ力制ޚ制ࢠి

4FF-$A（̎），リϠクッションはメΧニΧルバルブとిࢠ制

バルブをシリンμ外ଆの上部に直ྻ഑ஔしたޚ #FR$（̏）	

଄をϕースとした．これにより，ストロークセンサとిߏ

バルブ，およͼϋーネス類はすべてं体上部に഑ஔޚ制ࢠ

しอޢするߏ੒がՄೳとなり，システϜの଱ٱ৴པੑとば

Ͷ下重ྔのܰྔ化の૒方にد༩している．前後ともにオイ

ルྲྀ࿏内にリニアιϨϊイυۦಈ式ిࢠ制ޚバルブを഑ஔ

し，ి バルブとメΧニΧルバルブをซ用し減ਰ力をޚ制ࢠ

発生する．前後サスϖンションのߏ੒を Fig. 5にࣔす．

αεϖϯγϣϯγεςϜޚ੍ࢠి�����
サスϖンションシステϜのサスϖンションϞーޚ制ࢠి

υは，ライμがબ୒したライディングϞーυに࿈ಈして੾

りସわる．フロントフΥークのストロークセンサ，*nertial	

.eaTVrement	6nit（*.6）およͼF*-E$6からं྆の૸行

状態を常時センシングし，サスϖンション専用 E$6 に情

報を集໿している．サスϖンション E$6 からのిྲྀྩࢦ

によりリニアιϨϊイυをۦಈさせ，ి バルブ部のޚ制ࢠ

オイルྲྀ࿏をリアルタイϜに変化させることで減ਰ力ಛੑ

をՄ変することができる．ి サスϖンションシステޚ制ࢠ

Ϝ回࿏を Fig. 6にࣔす．

本։発Ϟデルにదしていると൑断した，4H08A	

EERA のಛ長をҎ下にड़べる．一つめは，サスϖンショ

ンストロークセンサからサスϖンションストローク଎౓	

（VelocitZ	 oG	 1iTton�	 V1）をԋࢉし，V1にԠじて制ޚバル

ブをۦಈし減ਰ力ಛੑをՄ変させるV1-.A1制ޚである．

これにより，減ਰ力Մ変幅の中で自ࡏな減ਰ力ಛੑのઃఆ

をՄೳとする．二つめは，センシングしたं体情報から減

ਰ力をՄ変させるまでに最大 15 ミリඵ（0.015	 Tec）Ҏ内の

高଎なԠ答ੑである．

前者を活用することで，AGrica	Twin で想ఆする幅広い

૸行シーンやं྆コンディションに合わせて，৐り心地や

ϋンυリングの違いを明確に表ݱした四つのセッティング

をઃఆした．また，ۃ௿଎ V1 のみにߜって減ਰ力をۃ୺

に௿くઃఆすることで，サスϖンションの৳ͼॖみの੾り

ସわりが଎く，׈らかな作ಈੑに༏れた質感の高い৐り心

地を෇༩した．

また後者を活用し，ストロークセンサ，*.6，F*-E$6

の情報から，減ਰ力のՄ変ྔとタイミングの最ద化をਤっ

た．想ఆするさま͟まなシνϡエーションでの૸行テスト

Left side

Right side

Stroke sensor

Electronic control valve

Front fork

Rear cushion

Electronic control valve

Electric preload adjuster
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Fig. 6   Overview of control system

Fig. 7   Comparison of damping force characteristics of 
each mode

を重Ͷ，ライμのૢ作や࿏໘状況の変化にॠ時に対Ԡし減

ਰ力をՄ変させながら，ܹٸな変化ྔを཈制しঃ変させて

いる．これにより，違和感のない自વなిࢠ制ޚのհೖを

௥ٻした．

また，ి 用するにあたっての࠾サスϖンションをޚ制ࢠ

഑ྀとして，഑ઢの断ઢやނোなどのిࢠ制ޚの異常発生

をݕ知した৔合は，.*D Ϟーυと HARD Ϟーυの中間Ҭ

の減ਰ力ಛੑとなるج本ߏ଄とした．最大や最খの減ਰ力

でݻఆされることはない．そのため，ཱྀ 行先で異常が発生

した৔合でも，コンϕンショナルなサスϖンション૷着ं

として，৐り心地やϋンυリングを大きくଛなうことなく

ཱྀをଓ͚ることをՄೳとした．

アυϕンνϟϞデルが要ٻするաࠅな࢖用ڥ؀下での଱

サޚ制ࢠをຬ଍させる最దなిٻ৴པੑ，幅広いੑೳ要ٱ

スϖンションシステϜである．

減ਰ力セッティングと減଎制ޚ

（̏）	40FTϞーυ �	ॊらかい৐り心地を௥ٻした最も௿い

減ਰ力セッティングとं଎࿈ಈ制ޚ

֤ద用技術については実測の૸行データで効Ռをࣔ

す．このষで比ֱするϞデルは，前後サスϖンションスト

ロークが同一でిࢠ制ޚのないサスϖンションを࠾用し

た，2020	$RF1100L	AGrica	Twin	AdventVre	4portT（Ҏ下

8ithoVt	E4 タイプ）とした．

�����0''30"%ϞʔυʢϥΠσΟϯάϞʔυ��0''30"%ʣ
0FFR0ADϞーυでは，オフローυでの自ࡏなϋンυリ

ングを実ݱするための，オフローυ૸行専用セッティング

とした．࿏໘のى෬がܹしく，大খさま͟まなԜತがଓく

オフローυの૸行では，࿏໘௥ैੑと大ՙ重のি撃ٵऩੑ

をཱ྆したサスϖンションಛੑがٻめられる．

フロントଆの減ਰ力は࿏໘௥ैੑを良くするために，サ

スϖンションがΏっくりಈくྖҬでは௿い減ਰ力とした．

また，大ՙ重のি撃ٵऩੑとं体ڍಈのすばやいऩଋのた

めに，サスϖンションのಈきが଎いྖҬでは高い減ਰ力と

した．Fig. 7にࣔすように他の三つのϞーυとは異なり，

サスϖンション V1 にԠじて減ਰ力がঃ々に高まるプロ· Wheel speed

MID/METER

· Riding mode

· Suspension VP

· Vehicle acceleration

Front stroke sensor

IMU

FI-ECU
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CAN bus
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̐ɽ֤ αεϖϯγϣϯϞʔυのηッςΟϯά
֓ཁとద༻ٕज़

AGrica	 Twin で想ఆされる多छ多様な૸行シーンにお

いて，৐り心地とϋンυリングをཱ྆するトータルバラ

ンスに༏れた，.*D Ϟーυをઃఆした．その.*D Ϟーυ

をϕースとし，֤ サスϖンションϞーυのͶらいと，セッ

ティングを実ݱした手๏について，Ҏ下の߲̏目につい

てղઆする．

（１）	0FFR0AD Ϟーυ �	サスϖンション V1 にԠじて

ঃ々に減ਰ力が高まる減ਰ力セッティングとジϟン

プ着地制ޚ

（̎）	HARD Ϟーυ �	高ՙ重や高଎૸行にదした最も高い
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Fig. 8   Front suspension stroke and vertical 
acceleration of sprung mass when jump 
landing 

Fig. 9   Damping characteristics of HARD mode

グϨッシブಛੑを෇༩した．また，࠭ 地などのೈ質なオフ

ローυ࿏໘では，フロントタイϠが௜みこみ，̔ 重がフロ

ントدりにҠ行するため，ϋンυルがࠨӈにとられやすく

なる．そこでフロントॖみଆの減ਰ力を，௿଎ V1 から高

めたઃఆとした．リϠଆの減ਰ力は40FTϞーυに対しશ

Ҭで減ਰ力を高めることで，よりաࠅな࿏໘コンディショ

ンでも૸ഁੑを高めたઃఆとした．

さらに，ジϟンプからの着地時のি撃௿減をͶらった，

ジϟンプ着地制ޚを෇༩した．*.6 の三࣠加଎౓の合ࢉ

値からं྆のジϟンプ状態をݕ知し，着地にඋえて前後サ

スϖンションの減ਰ力をॠ時に高めるというものである．
Fig. 8に，社内でఆめたジϟンプ୆からの着地にお͚る૸

行データをࣔす．0FFR0AD Ϟーυでは，着地時のばͶ

上の上下加଎౓が，8ithoVt	 E4 タイプに対し 41�௿減し

ており，着地のি撃が௿減されていることがわかる．オフ

ローυでのフΝンライディングや，࿏໘のى෬変化による

不ҙなジϟンプにおいて，サスϖンションのఈ෇きのি撃

を؇和し，ライμの҆心感を高める制ޚを実ݱした．

�����)"3%ϞʔυʢϥΠσΟϯάϞʔυ ��5063ʣ
HARD Ϟーυでは，ੵ 載や二人৐り૸行などの，ばͶ

上質ྔが増加する高負ՙ৚݅でもշదに૸行できる，オン

ローυツアラ用్にಛ化したセッティングとした．また，

ワインディング࿏でのϋイϖースな૸行や高଎道࿏の८ߤ

など，より高଎Ҭでの高い҆ఆ感を発شするಛੑの実ݱを

Ͷらった．

そのため，加減଎やટ回時にお͚るա౓な࢟੎変化を཈

制し，ं 体ڍಈを҆ఆさせるため，௿଎ V1 から最も減ਰ

力を高めたઃఆとした（Fig. 9）．ϋンυリングにد༩の大

きい௿଎V1ྖҬで，.*D Ϟーυに対し，フロントॖみଆ

25�，৳ͼଆ 20�，リϠॖみଆ 40�，৳ͼଆ 75�，減ਰ力

を高めた．ಛにリϠଆの減ਰ力を大きく高めることで，ੵ
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載や二人৐り૸行時のばͶ上質ྔが増加したं྆コンディ

ションでも，ি撃ٵऩੑとं体ڍಈがԺやかにऩଋするಛ

ੑをҡ࣋することをՄೳとした．

さらに，制ಈ時にフロントଆが௜みこみ前のめりの࢟੎

となるϊーζμイブを؇和する減଎制ޚをऔりೖれた．こ

れは，*.6からं྆の減଎状態をݕ知し，減଎౓にԠじて

フロントॖみଆとリϠ৳ͼଆの減ਰ力を一時的に高める

制ޚである．Fig. 10にฏୱなฮ૷࿏で，ं ଎ 80	 Lm�h か
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Fig. 10   Front suspension stroke and pitching rate 
when braking hard
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Fig. 11   Damping characteristics of SOFT mode

Fig. 12   Vertical acceleration of sprung mass when 
passing through cobble stone road

らの制ಈ時にお͚る HARD Ϟーυの૸行データをࣔす．

8ithoVt	E4 タイプに対し制ಈ時のフロントサスϖンショ

ンのストローク変ಈがΏるやかで，ं ྆のϐッν֯଎౓が

34� ௿減している．制ಈ時のϊーζμイブが཈制されてお

り，Ժやかなं体ڍಈが実ݱできた．

�����40'5 ϞʔυʢϥΠσΟϯάϞʔυ ��(3"7&-ʣ
40FT Ϟーυでは，ॊらかい৐り心地を௥ٻし，不҆ఆ

な࿏໘状況でもշదで҆心に૸ഁできる，アυϕンνϟツ

アラならではの用్にಛ化したセッティングとした．ߥれ

た࿏໘や׈りやすい࿏໘の૸行では，サスϖンションを׈

らかに作ಈさせライμに఻わるি撃をٵऩし，࿏໘௥ैੑ

の良いಛੑとすることでタイϠの઀地ՙ重を常に҆ఆさせ

ることがٻめられる．

そのため，40FT Ϟーυは最も௿い減ਰ力のઃఆとし

た．৐り心地ੑೳにد༩の大きい中଎ V1 ྖҬで，.*D

Ϟーυに対し，フロントॖみଆ 20�，৳ͼଆ 10�，リϠॖ

みଆ 15�，৳ͼଆ 30� ௿い減ਰ力としている．しかし，高

ं଎૸行時に減ਰ力が௿す͗るとं体ڍಈのऩଋも௿下す

る．この高ं଎૸行時の҆ఆ感と௿ं଎૸行時の৐り心地

をཱ྆するため，૸行଎౓にԠじて二つの異なる減ਰ力ಛ

ੑを෇༩したं଎ґଘ制ޚをઃఆした．ं ଎ 80	 Lm�h Ҏ下

の௿ं଎用（V0）と，130	Lm�h Ҏ上の高ं଎用（V1）の，二

つの減ਰ力ಛੑをઃఆし，その間のಛੑについては，変化

ྔをঃ変させることで自વなं体ڍಈを実ݱした．V0 と

V1 それͧれの減ਰ力ಛੑイメージを Fig. 11にࣔす．V1

の減ਰ力ಛੑは V0 に対し，フロントॖみଆと，前後の৳

ͼଆの減ਰ力を高めている．

খさなԜತが࿈ଓする石৞࿏の同一۠間を，ं ଎ 60	

Lm�h で直進૸行したときのばͶ上の上下加଎౓のฏۉ値

を比ֱした（Fig. 12）．40FTϞーυでは，8ithoVt	E4 タ

イプに対して 15� の௿減となっており，ライμに఻わる

ি撃が؇和されていることがわかる．ॊらかい৐り心地の

フィーリングが，データにもࣔされている．

�����"#4 ࿈動੍ޚ
のࡍ制ಈをおこなったٸ A#4 作ಈ時に，その作ಈを知

らせるΩックバックとはผに，ं 体を༳りฦすϐッνング

によりブޚಈが発生することがある．これは，A#4の制ڍ

ϨーΩのӷѹが下がるॠ間，ٸ制ಈでかかっていたフロン

トタイϠの઀地ՙ重が減গし，フロントサスϖンションが

ॖみଆから৳ͼଆのಈきにҠ行することによって生じる．

この৳ͼଆのಈきを最খݶに཈えることができれば，ٸ制

ಈ時のタイϠ઀地ՙ重が҆ఆし，༳りฦしڍಈも཈制する

ことがՄೳとなる．

本システϜでは，A#4 が作ಈするٸ制ಈをݕ知してフ

ロントブϨーΩのӷѹが下がったࡍに，フロント৳ͼଆの

減ਰ力を高め৳ͼଆのಈきを཈制する，A#4࿈ಈ制ޚを৽

たに։発し，すべてのサスϖンションϞーυにద用した．
Fig. 13にฏୱなฮ૷࿏で，ं ଎ 40	Lm�h から A#4が作ಈ

するٸ制ಈをおこなったࡍの.*D Ϟーυの૸行データを

ࣔす．A#4作ಈ中のं྆のϐッν֯଎౓が8ithoVt	 E4 タ

イプに対し 45� ௿減している．A#4 作ಈ時の༳りฦしの

ϐッνングڍಈを཈制し，Ժやかなं体ڍಈを実ݱした．
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Fig. 13   Front suspension stroke and vertical 
acceleration of sprung mass when 
braking hard
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2020	$RF1100L	AGrica	Twin	AdventVre	4portT	E4 に

Ή͚，৽たにిࢠ制ޚサスϖンションシステϜを։発し

た．࠾用した4H08A	EERAのಛ長である，自༝౓の高い

減ਰ力ಛੑのセッティングとं྆の૸行状態にԠじてॠ時

に減ਰ力をՄ変する制ޚを૊合せることで，二人৐りや多

くのՙ෺をੵ載してのツアラ用్からաࠅなオフローυ用

్まで，幅広い用్のそれͧれにదしたੑೳを発شする四

つのサスϖンションϞーυをઃఆした．このサスϖンショ

ンϞーυをؚめた，エンジンग़力ಛੑ，エンジンブϨーΩ

ಛੑ，クラッνಛ （ੑD$T Ϟデルのみ），A#4 ಛੑのޒつ

の要ૉを統合制ޚしたライディングϞーυをઃఆした．૸

行中でもライμがϋンυルスイッνૢ作一つでબ୒でき，

૸行シーンとं྆のコンディションにԠじて，ライμがҙ

のままにૢれるಛੑをಘられるシステϜを実ݱした．アυ

ϕンνϟーマインυをかきたてʮどこまでもい͚るʯをいつ

かは自らの手で実ݱしたくなる，ཱྀ のパートナとして຤永

くѪ用いただききたい．
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